
農
協
の
役
員
室
。
油
売
り

4

4

4

と
オ
ン
ベ

4

4

4

と
放
送
局

4

4

4

が
居
た
。
オ
ン
ベ
が
此
処
を

勝
手
に
「
ク
ミ
ア
イ
サ
ロ
ン
」
と
称
し

て
い
る
が
、
ヒ
マ
人
の
集
会
所
の
よ
う

な
所
で
あ
る
。
組
合
長
も
専
務
も
「
用

事
の
な
い
ゴ
ダ
グ
人
は
入
る
べ
か
ら
ず
」

と
い
う
こ
と
は
し
て
い
な
い
。

油
売
り
「
時
々
テ
レ
ビ
な
ど
に
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
と
い
う
言
葉
が
出
る
が
、

ア
レ
は
ど
う
い
う
意
味
だ
」

放
送
局
「
安
倍
内
閣
に
対
し
て
野
党
が

時
々
言
っ
て
い
る
な
ー
」

オ
ン
ベ
「
改
装
と
か
更
新
と
い
う
意
味

だ
べ
」

油
売
り
「
オ
レ
エ
の
カ
ッ
チ
ャ
も
そ
の

必
要
が
あ
る
な
ー
」

放
送
局
「
本
当
か
？　

カ
ッ
チ
ャ
に
、

し
ゃ
べ
て
も
よ
い
か
？
」

油
売
り
「
マ
エ
ネ
、
マ
エ
ネ
、
此
処
だ

け
の
話
よ
」

放
送
局
「
湯
口
の
○
○
が
、
シ
ン
ボ
ウ

で
（
節
約
家
で
）
安
全
カ
ミ
ソ
リ
に
紙

ヤ
ス
リ
を
か
け
て
、
十
回
も
十
五
回
も

使
っ
て
い
る
そ
う
だ
が
、
貯
金
は
ウ
ッ

テ
（
う
ん
と
）
有
る
べ
？　

ナ
ン
ボ
有

る
か
」

専
務
「
ワ
ガ
ラ
ネ
エ
ー
ナ
ー
、
組
合
長

で
も
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る

ん
だ
」

オ
ン
ベ
「
守
秘
義
務
と
い
う
や
つ
か
」

油
売
り
「
ケ
チ
と
ホ
イ
ド
は
ど
う
違ち

が

う

ん
だ
」

オ
ン
ベ
「
ウ
ー
ン
、
ホ
イ
ド
は
貰
い
た

が
る
ヤ
ツ
、
ケ
チ
は
出
し
た
が
ら
な
い

ヤ
ツ
か
」

×　
　

×　
　

×

放
送
局
「
と
こ
ろ
で
、
安
倍
首
相
の
総

裁
任
期
が
来
年
の
九
月
ま
で
だ
と
か
」

油
売
り
「
後
任
は
誰
だ
」

オ
ン
ベ
「
岸
田
か
？　

石
破
も
立
候
補

す
る
か
？　

小
泉
ア
ン
サ
マ
も
黙
っ
て

い
な
い
だ
ろ
う
？　

ク
セ
者
の
二
階
幹

事
長
が
、
ど
う
動
く
か
だ
。
党
の
カ
ネ

を
握
っ
て
い
る
の
は
幹
事
長
だ
し
…
」

比　

較
農
協
名

正
組
合
員
数

出
資
金

貯　

金

相

馬

村

四
九
八
名

六
億
二
八
三
八
万

八
九
億
円

つ
が
る
み
ら
い

（
平
川
市
）
一
〇
，一
三
二
名

七
一
億
三
千
万

八
六
九
億
円

八

戸
一
一
，〇
二
七
名

三
六
億
九
千
万

八
五
八
億
円

（
五
月
末
現
在
）

（
相
馬
村
農
協
の
結
集
度
が
わ
か
り
ま
す
）
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農
協
役
員
室
で
│
ネ
ズ
ミ
盗
聴
記

元
県
農
協
学
園
長

秋
田
義
信
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